
記者発表資料 平成２１年４月２４日

国土交通省 釜房ダム管理所

ＮＰＯ法人 川崎町の資源をいかす会

仙台市などの水がめ釜房ダム湖畔の新緑の中で泳ぐ

「鯉のぼり」でリフレッシュ

～地域の方々から寄せられた「鯉のぼり」を掲揚～

釜房ダム管理所では、毎年ダム湖である釜房湖周辺に広がる新緑及びＧＷの

時期にあわせ、釜房湖を一望できる管理所敷地の高台に「鯉のぼり」を掲揚して

います。掲揚は地元のＮＰＯ法人の方々と協力して実施します。

この行事は、釜房ダムとその隣にある国営みちのく杜の湖畔公園を訪れる県

内外の方々へ、釜房ダムの役割である治水、利水及び環境についての理解を深

めて頂くとともに、心身をリフレッシュしてもらうことを目的に行っています。釜房湖

に生息する代表的な魚である鯉の滝のぼりをイメージした「鯉のぼり」は、景観を

より一層引き立たせるために平成１５年から掲揚され、今年で７回目となります。

今春も是非、釜房ダムにお越しください。

時 期 ： 平成２１年４月２９日から平成２１年５月６日（予定）８：３０～１７：００

場 所 ： 宮城県柴田郡川崎町大字小野字大平山１０－６（釜房ダム管理所）

○釜房ダム管理所庁舎南側の高台に掲揚する鯉のぼりは、すべて川崎町等の住民の皆

様から提供して頂いたもので､たくさんの鯉のぼりが蔵王連峰の残雪を背景に連なって

泳ぐ様は、ダム湖周辺の新緑や満々と水を湛える青い湖面に映えてとても美しいもので

す。（別紙参照）

毎年、地元の方はもとより仙台市などから家族連れ等たくさんの人が訪れ、カメラ撮影

や眺望を楽しまれています。

※鯉のぼり掲揚は、雨天・強風などの悪天候の場合、一時中止することがあります。

＜発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者クラブ、東北専門記者会＞

＜問い合わせ先＞

・国土交通省 東北地方整備局 釜房ダム管理所

専門員 小林倫明 管理係長 稲垣憲明
こばやしみちあき いながき のりあき

〒９８９－１５０５ 宮城県柴田郡川崎町大字小野字大平山１０－６

電話 ０２２４（８４）２１７１ FAX ０２２４（８４）４４９０

・ＮＰＯ法人 川崎町の資源をいかす会 会長 菊地重雄
き く ち し げ お

〒９８９－１５０1 宮城県柴田郡川崎町大字前川字六方山３－２２５

電話 ０２２４（８７）２２７０ FAX ０２２４（８７）２２７０



別紙

【釜房湖と鯉のぼり】

【国道２８６号方向から見た鯉のぼりと釜房ダム管理所】


